
名古屋大学・情報学研究科・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３９０１

基盤研究(B)（一般）

2020～2018

社会的認知発達における遺伝環境要因の解明：日英ウィリアムス症候群・自閉症比較研究

Exploring for the role of genetic and environmental factors in the development 
of social cognition: a UK-Japan comparison study between Williams syndrome and 
Autism spectrum disorders

６０４２２３７５研究者番号：

平井　真洋（Hirai, Masahiro）

研究期間：

１８Ｈ０１１０３

年 月 日現在  ５   ６ １３

円    13,300,000

研究成果の概要（和文）：ヒトの社会性を社会表現型が異なる集団と比較するアプローチにより，本研究では，
社会的相互作用に困難を抱えるとされる自閉スペクトラム症児者と，過度な社会性を有するとされる7番染色体
の一部欠失により生じるウィリアムズ症候群児者を対象とした社会表現型の比較研究を行った．一連の研究の結
果，社会応答特性は自閉スペクトラム症とウィリアムズ症候群で異なる共通がある一方，共通する項目があるこ
とが判明し，その発達変化を明らかにした．また，社会的環境が異なる環境において社会表現型が変容する可能
性も見出した．これらの結果に基づき，ヒト社会表現型に関する理論構築についても検討を進めた．

研究成果の概要（英文）：Using an approach that compares human social skills with populations with 
different social phenotypes, this study compared the social phenotypes of children with autism 
spectrum disorder, who are considered to have difficulties with social interactions, and children 
with Williams syndrome, which is caused by a partial deletion of chromosome 7, who are considered to
 have hypersociability. The results of a series of studies revealed that while there were common 
social response traits that differed between children with autism spectrum disorder and those with 
Williams syndrome, there were also common items, and the developmental changes in these traits were 
clarified. We also found the possibility that social phenotypes may change in different social 
environments. Based on these results, we have also examined the construction of a theory of human 
social phenotype.

研究分野： 発達認知神経科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，ヒトの社会表現型が異なる集団を比較する（cross-syndrome）アプローチに基づき，自閉スペクトラ
ム症とウィリアムズ症候群児者における感覚特性，不安特性，社会応答特性，顔認知特性，感情理解発達過程に
ついて解明した．一連の研究の結果，これまで両者は社会的認知特性が対極であることが報告されてきているも
のの，両者は必ずしも対極の関係にあるのではなく，一部に共通する社会的認知特性があることを新たに解明し
た．これらの知見はヒトの社会性に関する既存の理論の再考を促し，新たな療育などの臨床的への指針を新たに
提供する可能性が考えられる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
  
 「氏か育ちか」に端的示されるように、近年、我々ヒトの社会・文化を形成する上で必須な「社
会的知覚・認知」能力の発達過程がどのように遺伝・環境の影響を受けるかに関する研究が精力
的に進められている。「社会的知覚・認知」とは、我々の社会を形成する上で重要なコミュニケ
ーション能力、特に「他者に関する情報処理」を支える知覚・認知メカニズムを指す。これらの
研究により、社会的知覚・認知処理は、それぞれ異なる脳部位が関与していること（Adolphs., 2001）
が示されている。これまで、双生児研究などにより、「遺伝」「環境」の要因がヒトの社会的知覚・
認知の発達に影響するとの報告がある（Wilmer et al., 2010）。一方で、ヒトの社会性に関連する
特定遺伝子の欠失と環境要因が、社会的知覚・ 認知処理発達に与える影響については、依然と
して大きな謎に包まれている。さらに近年、社会的知覚・認知の発達過程を解明する一つの手法
として、社会性が異なる疾患の発達過程を「比較」するアプローチが提唱されている（Annaz et 
al., 2006）。しかしながら、該当する対象疾患が希少であることなどにより、殆ど知見が蓄積され
ていないのが現状である。このような社会性を比較するアプローチとして、発症率が約 44 人に
1 人とされ、社会的コミュニケーションに困難を抱える自閉症スペクトラム症児と社会性が対極
にある、発症率が約 2 万人に 1 人とされ、7 番染色体の一部欠失に伴う遺伝性疾患であり、「過
度な社会性」を有するウィリアムス症候群（WS）児を対象とした研究をこれまで進めてきたも
のの、十分な知見が得られていないのが現状である。 
  
 
２．研究の目的 
 
 そこで本研究は、研究代表者らの一連の研究成果に基づき、日英自閉スペクトラム症児者、ウ
ィリアムズ症候群児者を対象とした社会的認知課題ならびに養育者を対象とした各種質問紙調
査を通じ、日英自閉スペクトラム症児者ならびにウィリアムズ症候群児者の知覚・認知特性を明
らかにすることを目的とした。具体的には以下の 7 項目を進めた。 
 
【研究項目 1】自閉スペクトラム症とウィリアムズ症候群における社会応答特性の比較 
【研究項目 2】日英ウィリアムズ症候群における不安の比較 
【研究項目 3】日英ウィリアムズ症候群における常同行動の比較 
【研究項目 4】日英自閉スペクトラム症の顔認知特性（自人種効果）の検討 
【研究項目 5】自閉スペクトラム症とウィリアムズ症候群における自然風景の注視特性の比較 
【研究項目 6】自閉スペクトラム症とウィリアムズ症候群における感情理解の比較 
【研究項目 7】自閉スペクトラム症とウィリアムズ症候群における感覚特性比較 
 
 
３．研究の方法 
 
 研究目的達成のため、1 年目は主として予備実験ならびに質問紙のバックトランスレーション
などを実施し、実験デザイン、パラメタの決定を目的とした。2 年目以降は初年度に決定した実
験デザインに基づき、アイトラッカーによる眼球運動計測実験、養育者を対象とした質問紙を複
数実施した。しかしながら一部研究は新型コロナウィルス感染拡大により規模を縮小し（当初の
研究計画とは異なり）、国内のみの疾患間比較研究として研究計画を変更の上、遂行した。 
 
(1)【研究項目 1】自閉スペクトラム症とウィリアムズ症候群における社会応答特性の比較 
 これまで、ウィリアムズ症候群児者は過度な社会性を有するとされ、自閉スペクトラム症児者
とは社会的表現型が対極にあると指摘されてきた(Jones et al., 2000)。しかしながら、両者の共通
性も指摘されているものの(Asada & Itakura, 2012)、どのような側面が類似し、異なるのかについ
ては未だ明らかにされていない。そこで本研究項目では、社会応答性尺度（Constantino & Gruber, 
2012）を自閉スペクトラム症ならびにウィリアムズ症候群をもつ児の保護者を対象とした調査
を実施し、社会応答性尺度の下位項目の比較を行う。これまで自閉スペクトラム症児者、ウィリ
アムズ症候群児者の養育者を対象とした社会応答性尺度に関する研究は数件にとどまり、いず
れも年齢が限局したもののみである。本研究項目では、発達に伴う変化についても明らかにする。 
 
 
(2)【研究項目 2】日英ウィリアムズ症候群における不安の比較 
 これまで、ウィリアムズ症候群児者では、不安特性が強いことが知られているものの、その不
安特性が生育環境によってどのように異なるかについては不明である。本研究ではスペンス児
童用不安尺度を用い、日英ウィリアムズ症候群をもつ児の養育者に記入頂き、両国におけるウィ
リアムズ症候群児者の不安特性について明らかにする。 
 



 
(3)【研究項目 3】日英ウィリアムズ症候群における常同行動の比較 
 ウィリアムズ症候群児者では、常同行動特性が生じることが報告されているものの、それがど
のように文化によって異なるかについては明らかにされていない。本研究では英国で開発され
た常同行動質問紙をバックトランスレーションの上，養育者へ実施し、常同行動の現れ方につい
て検討する。 
 
 
(4)【研究項目 4】日英自閉スペクトラム症の顔認知特性（自人種効果）の比較 
 自閉スペクトラム症児者の顔認知特性が質的には異ならないが、量的に異なる可能性が報告
されているものの（Weigelt et al., 2012）、それが環境要因によってどのように変化するかについ
ては未だ明らかではない。本研究項目では、顔知覚にみられる自人種優位効果（Own-race 
Advantage: ORA）を利用することにより、環境がどのように自閉スペクトラム症児の顔知覚に影
響を与えるかについて検討する。ORA とは、日常よく見かける自分と同一の人種の顔は見分け
やすいが、異なる人種の方の顔は見分けにくい効果を指す。具体的には、日本で生まれ育った日
本人であれば、日本人の顔は見分けやすいが、外国の方の顔は見分けにくいといった、顔学習に
関する効果である。本研究項目では、日英自閉スペクトラム症児者ならびに定型発達児者を対象
に、自人種効果が文化によって異なるかをアイトラッカーによる眼球運動計測と行動計測を組
み合わせて検討する。 
 
 
(5)【研究項目 5】自閉スペクトラム症とウィリアムズ症候群における自然風景の注視特性の解明 
 自閉スペクトラム症児者とウィリアムズ症候群児者では、ヒトを含む自然画像を提示した際
には、（教示をしない場合）ウィリアムズ症候群児者は自閉スペクトラム症児者と比較して顔領
域を長く注視することが報告されている(Riby & Hancock, 2008)。しかしながら、提示される人物
等の違いによってどのように注視パターンが異なるかについては明らかにされていない。本研
究項目では、自閉スペクトラム症児者とウィリアムズ症候群児者の自然画像の注視パターンに
ついて詳細に解明する。 
 
 
(6)【研究項目 6】自閉スペクトラム症とウィリアムズ症候群における感情理解 
 社会的認知において重要である感情認知について、自閉スペクトラム症児者とウィリアムズ
症候群児者を対象に感情理解テスト（TEC; Pons et al., 2004）を用い、各項目での群間差ならびに
その発達軌跡を明らかにする。TEC では、（I）表情に基づく感情の認識、（II）感情の外的原因、
（III）欲求に基づく感情、（IV）信念に基づく感情、（V）現在の感情状態に対する念の影響、（VI）
経験した感情の調節、（VII）感情状態を隠す、（VIII）混合感情、（IX）道徳感情について当該児
者の理解度を測定し、自閉スペクトラム症児者とウィリアムズ症候群児者でどのような発達変
化がみられるかについて検討する。 
 
 
(7)【研究項目 7】自閉スペクトラム症とウィリアムズ症候群における感覚特性比較 
 DSM-5 においても示されているとおり、これまで自閉スペクトラム症児者では感覚過敏特性
を有することが数多く報告されている。一方、ウィリアムズ症候群児者においても自閉スペクト
ラム症と同様に感覚過敏特性を有することが報告されている。しかしながら、両群において感覚
特性のどの部分が類似し、どのように感覚特性が異なるのかについては殆ど明らかにされてい
ない。本研究では感覚プロファイル質問紙を養育者に実施し、両群での相違について検討する。
更には、感覚過敏特性が発達過程によりどのように変容するかを解明する。 
 
 
４．研究成果 
 
(1)【研究項目 1】自閉スペクトラム症とウィリアムズ症候群における社会応答特性の比較 
 4 歳から 55 歳までの自閉スペクトラム症児者の養育者 75 名、4 歳から 44 歳までのウィリア
ムズ症候群児者の養育者 78 名を対象とした社会応答性尺度（SRS-2）を用いた調査を実施した。 
結果、社会的動機づけならびに社会的コミュニケーションの T スコアは自閉スペクトラム症者
においてウィリアムズ症候群児者よりも有意に高いことが確認されたものの、社会的気づき、社
会的認知 、興味の極限と反復行動に関する T スコアは自閉スペクトラム症群とウィリアムズ症
候群で有意差は見られなかった。また、発達に伴う変化についても解析した結果、自閉スペクト
ラム症児者ならびにウィリアムズ症候群児者においても発達に伴い減少することが認められた
ものの、その割合が群間で異なることを見出した。本研究は Journal of Autism and Developmental 
Disorders 誌に掲載された。 
 
 



(2)【研究項目 2】日英ウィリアムズ症候群における不安の比較 
 3 歳から 18 歳までの日英ウィリアムズ症候群児者の養育者 60 名（日本：30 名、英国：30 名）
を対象にスペンス不安尺度を実施した。予備的な分析の結果、グループ（日本、英国）とタイプ
（パニック障害、分離不安障害、外傷恐怖、社交不安障害、強迫性障害、全般性不安障害）ごと
に不安を調べた。タイプの有意な主効果があったが、グループではなかった。タイプとグループ
の交互作用は有意であった。グループ間で差がなかった下位尺度は、全般性不安障害のみであっ
た。日本人のサンプルは、社交不安障害が有意に高かった。 その他のサブタイプでは、英国の
サンプルが有意に高かった。本研究成果は論文としてまとめており，投稿準備中である。 
 
 
(3)【研究項目 3】日英ウィリアムズ症候群における常同行動の比較 
 3 歳から 18 歳までの日英ウィリアムズ症候群児者の養育者 60 名（日本：30 名、英国：30 名）
を対象に英国で開発された常同行動質問紙を実施した。その結果、両群ともに類似の常同行動特
性を生じることが示唆された。本研究成果は論文としてまとめており，投稿準備中である。 
 
 
(4)【研究項目 4】日英自閉スペクトラム症の顔認知特性（自人種効果）の比較 
 本研究項目では、白人とアジア人の顔を提示し、同一人物であるかどうかを判定する課題を実
施した。実験条件は難易度を操作した 4 条件を用いることにより自人種効果がどのように現れ
るかについて、アイトラッカーと行動計測を併用することにより検討した。結果、日英の自閉ス
ペクトラム症児ともに ORA を見出した。さらに自閉スペクトラム症児と定型発達児の ORA に
は、文化間で異質性がみられた。特に、日本の児童は英国の児童よりも正確に顔を区別でき、日
本の定型発達児では ORA を示さなかった。今回の文化差に関する研究結果では、顔の非定型な
経験が自閉スペクトラム症児の ORA の減少や欠如につながるというこれまでの見解とは異な
り、自閉スペクトラム症児の顔認知特性について詳細な検討が必要であることが示唆される。本
研究成果は Developmental Science 誌に掲載された。 
 
 
(5)【研究項目 5】自閉スペクトラム症とウィリアムズ症候群における自然風景の注視特性の解明 
 自閉スペクトラム症児 32 名、ウィリアムズ症候群児 32 名、定型発達児 60 名を対象としたア
イトラッカー実験を実施した。解析の結果、当初の仮説とは異なり、全体の画像の注視パターン
における群間差は認められなかった。現在、画像の種類（社会的相互作用あり、なし）によって
注視パターンが異なるかについて、探索的な解析により検討している。 
 
 
(6)【研究項目 6】自閉スペクトラム症とウィリアムズ症候群における感情理解 
 3 歳から 14 歳の自閉スペクトラム症児 32 名、ウィリアムズ症候群児 32 名、定型発達児 60 名
を対象とした。TEC を実施し、ベイズモデリングのアプローチを適用して、感情理解の発達的軌
跡を症候群間で比較した。その結果、定型発達児とウィリアムズ症候群児は感情理解の発達軌跡
が若干異なるが、自閉スペクトラム症児は定型発達児と非常に類似した軌跡を辿ることが明ら
かとなった。自閉スペクトラム症児と定型発達児は、成熟するにつれて、感情理解の各要素の理
解を徐々に深めていった。しかし、ウィリアムズ症候群児では、欲求に基づく感情、感情状態を
隠すこと、道徳的な感情など、いくつかの構成要素の理解は、自閉症スペクトラム指数スコアに
影響されていた。本研究は、自閉スペクトラム症児とウィリアムズ症候群児における感情理解の
発達を評価した最初の疾患間研究であり、両群における社会的認知の発達過程ならびに介入プ
ログラムの開発を進める上で重要な知見を提供するものである。研究成果は論文としてまとめ
投稿し，現在査読中である。 
 
 
(7)【研究項目 7】自閉スペクトラム症とウィリアムズ症候群における感覚特性比較 
 4 歳から 14 歳の自閉スペクトラム症児 39 名、3 歳から 19 歳までのウィリアムズ症候群児者
60 名を対象に SP 感覚プロファイル質問紙を実施した。結果、感覚過敏はウィリアムズ症候群群
において重症度が自閉スペクトラム症群よりも高いことが明らかとなった。また、感覚探求なら
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